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第４回放牧サミット、那須で開かれる

9月29、30日の両日、第４回放牧サミットが栃

木県那須町のホテルエピナール那須で250名余の

参加者のもと、盛大に開催されました（主催：日

本草地畜産種子協会、畜産草地研究所）。

今回のテーマは、「水田・里山放牧による新たな

土地利用・家畜生産方式の推進のために」という

ことでした。

現地検討会

第1日目の現地検討会では、バス5台を連ね、福

島県安達郡

白沢村の大

内武幸さん

（繁殖牛16

頭）を訪ね

ました。牛

の状態は良

く、大内さ

んはますま

す牛の放牧

飼養に自信を深めているようでした。ひとつ残念

なことは去年まで借りていた地続きの土地が契約

期限切れと

いうことで

放牧できな

くなり、草

ぼうぼうの

状態になっ

ていること

でした。土

地利用権の

調整の難し

さをうかがわせます。白沢村では、120戸の肉牛

飼養農家のうち9戸が水田里山放牧を始めており、

今後さらに

普及しそう

だというこ

とでした。

次に那須

に移動し、

最初に相馬

和 至 さ ん

（繁殖牛16

頭）の水田

放牧を見学しました。あいにくの雨の中でしたが、

わずかひと月の放牧で耕作放棄水田が見違えるほ

どきれいになっており、隣の耕作放棄水田と比べ

てその変化に参加者もびっくりしていました。相

馬さんの放牧を見て、自分の所の耕作放棄水田に

も牛を放して欲しいという話が出ており、来年は

さらに放牧面積が広がるとのことです。

次に訪れたのは高梨幸一さんのお宅です。高梨

さんは会社勤めで、日中時間が無く、家のまわり

にかなりまとまった水田があるので今年から放牧

を始めました。放牧を始めるにあたって、ご夫婦

とも脱柵のことが一番心配だったので、牧柵は高

張力線3段張り、コーナーポストは足場パイプの

支え付きという破られにくいタイプを採用してい

ます。今では高梨さんご夫婦もほぼ安心して、楽

になって良かったと言っています。

最後に、平山邦一郎さんの山間地の水田放牧を

見学しました。平山さんは70才になり、牛（繁殖

牛6頭）の世話もたいへんになってきたからそろ

そろやめようかと考えていたところに普及所や畜

草研から放牧の話があり、今年からやってみるこ

とにしました。たまたま放牧地で牛が分娩してう

まくいき、牛舎から地続きの放牧地なので親子と

も自由に牛舎と放牧地を行き来できるようにして

います。餌やりや糞出しが非常に楽になり、牛の

状態も良くなって、これならやめるどころかもっ

と牛の頭数を増やそうかと考えているそうです。

講演会・シンポジウム

翌30日は朝から講演会とシンポジウムです。東

京大学大学院の生源寺眞一先生は、現在の輸入食

料に依存し

た食生活と

日本の農村

風景や風土

とのギャッ

プが問題で

あり、放牧

はこのギャ

ップを少し

でも埋める

ことができる方法ではないかと指摘しました。

長いこと和牛の放牧研究をされてきた高知の上

田孝道さんは、日本の歴史の中でかつては土地利

牛の状態も良い大内さんの桑園跡放牧

左：放牧1カ月後　右：放牧直後の耕作放棄水田

盛り上がったパネルディスカッション

放牧地で生まれた元気な子牛たち



日本と韓国の両国は、米の消費減少を受けて水

田における飼料生産利用、畜産における飼料の自

給拡大という共通の課題を有しています。

昨年は、韓国において第1回のセミナーが実施さ

れ、当研究所及び作物研究所からは5名の研究員が

参加しました。今回、第2回目の標記セミナーが

10月25日に畜産草地研究所(那須)GGホールにお

いて開催されました。

韓国からは畜産研究所4名、行政及び生産者そ

れぞれ1名の計6名の参加があり、国内からは県や

国の研究者をはじめ、民間、団体等からの参加が

あり、参加者は全部で約70名でした。

セミナーでは、清水副所長による歓迎の挨拶の

後、5件の講演があり、韓国畜産研究所の林英哲

氏による「韓国の畜産と粗飼料について」及び金鐘

根氏による「韓国の飼料イネの栽培利用に関する研

究状況について」では、韓国の畜産と飼料生産を

巡る状況と飼料イネ研究の概要が紹介されました。

韓国の飼料イネに関する研究は始まったばかり

ですが、飼料イネの品種育成が着々と進められて

いることや、調製・給与等の利用研究も進められ

ていること等が示され、興味深い内容でした。

日本からの講演は、全国農業協同組合連合会の

千葉寿夫氏による「日本における飼料イネ普及事

業と普及状況について」、畜産草地研究所の吉田宣

夫氏による「日本における飼料イネ研究と技術開

発状況について」、株式会社タカキタの奥村政信氏

による「日本における飼料イネ収穫調製機械の開

発状況について」で、活発な討論がなされました。

特に、韓国側からは日本の飼料イネ栽培に対する

補助金制度や、専用の収穫調製機に高い関心が示

されました。

水田の有効活用はアジアモンスーン地帯で共通

の課題であり、飼料イネの技術開発はますます重

要となると思われます。中でも韓国と日本は環境

も似ている点も多く、お互いの成果を活かし合う

ことの重要性を認識しました。

次回セミナーを韓国で実施に向けて、今後検討

することになりました。

（家畜生産管理部 調製工学研究室長　重田一人）
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用方式として広く放牧が行われてきたこと、現在

荒廃しつつある野山に牛を放牧することで美しい

景観と、土地に結びついた食料生産が回復できる

のではないか、そのための「放牧の作法」が必要

であると述べました。

畜産草地研究所の小山さんはこれまで開発され

た小規模移動放牧のための技術を紹介し、さらに

周年放牧や親子放牧の技術化が必要であるとしま

した。

さらに、島根県三瓶山で草原を利用した和牛の

繁殖肥育一貫経営を行っている川村千里さん、福

島県の桑園跡放牧、那須の水田・里山放牧、大分県

の「おおいた型放牧」の事例紹介がなされました。

パネルディスカッションでは、土地の利用権の

集積がやはり問題であること、山林の利用はまだ

制度的に困難が多いこと、山地傾斜地の放牧利用

はまだまだ解決すべき技術的課題が多いこと等が

明らかにされました。

（飼料資源研究官　落合一彦）

「飼料イネに関する日韓国際セミナー」を開催

セミナーの様子 セミナーで用いられたプレゼンテーション


